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月高地角レキ岩中の斜方輝石の多様性と分光測光

Orthopyroxenes in lunar highland breccias with reference to remote sensing spectroscopy
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月高地にはＦｅＯとＴｈのリモートセンシングデータにもとずく２分性が提示されて、アポロ１６号サイトで多くの
試料が採取された鉄の多い斜長岩地域（ＦＨＴ－ＦＡＮ）と、裏側赤道北部のより鉄の少ない高地（ＦＨＴ－ＭＡＮ）が
代表的な地域と考えられている。ＦｅＯとＴｈの低さより月の裏側から来たと言われている月隕石にもこれを反映した
試料が同定されている。これらの情報は、最近の「かぐや」による分光測光の」結果と必ずしも調和的でない。月裏側高
地にある密集しいている大きなベースンのつくったメガレゴリスの存在を考えれば、月隕石の中にはその放出クレータ
の周りの広い地域の物質が含まれており、裏側高地の月隕石が特殊の地域から来ているとは考えにくい。我々はＤｈｏｆ
ａｒ　４８９，３０７，３０９隕石などのグループと、Ｙ８６０３２グループ隕石のマトリックス部分の鉱物学的研究
より、アポロ１６号の角レキ岩マトリックスのスペクトル・データーより、両者の差異を説明できるモデルを提唱する。
いわゆる鉄の少ない斜長岩を多く含む高地斜長岩質角礫岩はには、カンラン石の結晶破片が多く、斜方輝石と普通輝

石はスピネル・トロクトライトに関連した岩片に見られるだけである。アポロ１６号の角レキ岩マトリックスに含まれ
る鉱物破片には月表地殻の構成岩石に含まれる、あらゆる種類の輝石破片を含む。表に近い裏側から来たといわれるＹ
８６０３２グループ隕石のマトリックス部分にも一部この種の輝石片を含むが、これらはＰＫＴ地域のＭｇスイート貫
入岩やＫＲＥＥＰ的岩石中の物に似た輝石を含むが、ＫＲＥＥＰ成分には乏しい。
分光測光のデータからは、月の裏側にも輝石の吸収が多く観測されるので、Ｄｈｏｆａｒ３０７の薄片につきマトリッ

クス中のマフィック鉱物破片につき、輝石破片の再探索を行った。見つかった輝石にもマグネシュウムに富むスピネル・
トロクトライトに由来する破片は多少あるが、他の月高地角レキ岩にあるマトリックス中の輝石のような破片は見当た
らない。特に転移ピジョン輝石の存在は確認出来なかった。ただ一つの普通輝石が検出された結晶片では、離溶したラ
メラ状のものであり、バルク組成はピジョン輝石であった。
アポロ１６号角レキ岩の中で６００１９試料や６７０１６試料中の、衝突溶融物から再結晶した暗色のマトリックス

やそのガラス質マトリックスの失透した微結晶質の部分には斜方輝石の微結晶が斜長石と共にできている。同様のもの
はＤｈｏｆａｒ　４８９グループの隕石のマトリックスにも認められる。Ｗａｌｋｅｒらはアポロ１４号の衝突溶融物
から出来た結晶質岩石１４３１０などの成因として、カンラン石―斜長石―シリカの擬３成分系の低溶融点組成に近い
部分溶融液よりの斜方輝石の晶出を提示している。これが微小領域で起こったと考えればマトリックス中の斜方輝石微
結晶の形成を説明できる。
６００１９試料のポイキリティック岩石片中のも同様の成因の斜方輝石微結晶を含むマトリックスがあり、６７０１６

試料中の暗色マトリックス含む部分があるが、これらの反射スペクトルはＹａｍａｍｏｔｏらにより測定されており、斜
方輝石と斜長石の吸収が認められる。Ｏｇａｗａらにより観測された月裏側の新鮮なクレーターの反射スペクトルに見
られる斜方輝石の吸収も、類似した物として解釈されなくもない。
アポロ１６号のｐｒｉｓｔｉｎｅ　ｎｏｎ－ｍａｒｅ　ｒｏｃｋと　Ｗａｒｒｅｎと　Ｗａｓｓｏｎにより言われて

いる斜方輝石を含むノライト的斜長岩６２２３６試料は、斜方輝石を含むが、これはもともとピジョン輝石として晶出
したものが徐冷により分解して斜方輝石と普通輝石になったビンダータイプの斜方輝石である。このブレブス状の普通
輝石のカルシュウムの拡散プロファイルより推定された冷却速度と形成された深さは２．３　から１６．６ｋｍで、貫
入岩に相当し、この斜方輝石は斜長岩地殻下の上部マントル物質とは考えにくい。月裏側や南極エトキンス大盆地で観
測されている斜方輝石もＷａｌｋｅｒらの言う成因も考慮できる可能性がある。


